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HDlⅣ (High Dettntton TeleMsion)映 像圧縮符号化アルゴリズム

および装置実現に関する研究

1983年にヽ
′
1｀
′
I研`究所に入十に後、 ザ 〔してlrll」山F像のサ|:縮符ぢ化アルゴリズムおよび符ぢ化装ドt 符 号化ソフトウェアのイリ1究

開発に従J「しているこ特に、111)Tそヽ はじめとする高品liT〔映像符号化においては、||にの中に先駆けてデジタル111)′Fヽ
子
)|:和古に

取 り組み、その後、本t々 の例点からの方式研究のみならず、矢システ2、の rrl発を通じて符ぢ化映像の特γ卜,rヽttiを実行し、
MI)E(i2を中フはヽとするiti市質映像欠サービスヘの準大 ド作及促進に大きくデt献されました.

(1)HDTV映 像符号化方式の研究開発
ヽ
′
1T`人 千トドt後の'11い‖↓則から111)TVのデジタル11:縮に注 Hし ていちlitく研究に取 り神tんだ,ア ナログ|lt縮が it流だった
198-1年に、FII)′1▼イriけに予測符ケ化を適川したデジタルサl:縮方式の検ffを開始し、1981-1986年 にかけて、

｀
町時としては1性

のⅢに先規【けて究‖十問で動作する1()OMbpsでのlj l11質HIDTVデ ジタルナ1:縮符号化装ドtの71発を行った,本 決|☆は1987年にジ
ュネーブでイrゎれたテレコム87に||1展され、‖t17「ではじめての111)′I｀ヽrl'アルタイム||:縮符号化装rtとして極めて大きな注||
を浴びた,本 共rtttJ13の際に考突した外jT ttlT予測符ぢ化技術は、lj速処Jlが要求されるHI)T

子ヽ
ィriぢを複数の1け」予測によ

って効本的にイiうものであって、ハードウェアでの実時間処P世をHJ行ヒとするキー技術となった。この外ll内Ⅲ千予測符ぢ化は、
フレーム問予測に拡張した場合Pビ クチャ Bピ クチャの概念に対I Htし、後の動山F像|「柿1可除標 lf方式 IヽPIEC 2における双方
向 予測技術としてMI)E(|オサ前iブール機lllFに必須特高iイた鉢されている.双 方向 予測の考え方はその後のMPEC lや H264な ど
本t々の映像)1:縮1呵際標準方式でも採川されており、卜IPE(,2標 ll化の10年ほど前からその核心技術を提案しオえ術校1寸を進めた
ことは先)と‖:に分でていたといえる.

(2)HD■ 1/SD]Ⅳ高品質映像符号化装置の開発
1990年以降は、HPE(,2供 半方式に準拠したHI)′I｀ヽ

r符
号化災ド|にいちIIとく取 り和1んだ。突際にIID′I｀ヽ千の IヽPEC 2trll拠ハー ド

ウェアとしてリアルタイム動作する災ドtを実現して辞湘‖な
′
MI能検証を行った,去 肛突lltに1対しては、Hr)Tv阿 山iを複数の小

山「mFに分IJして統ダ」処P世を行う山「山F分十JttHDTヽ 1/J高||:縮符ケ化アルゴリズムを掟案した,199,1年から装‖t開発を進め、
｀
略

時としてはい「用l的な2()M bps以ドでのIIDTV111縮伝送がHr能なことを押1界に先HJltけて示し、1996年にその成米を発炎している.
人 ll山F映像を出i山F分十1」して並ダ↓||!縮処ll!するコンセブトは、現竹tの和々のHDTヽ

・
li巧符サ化及ド1に利川されているとともに、

性近では1lD′IV`を 超える大山F前1を統夕」のIIDTVナ!:桁古処理で実現する技術としても応川されている.
さらに、高品質映像符号化の究肛として、|に柿しても劣化の′|モじないロスレス符号化方式についても、Flt riのロスレスサ|:縮
アルゴリズムの考突と、それを搭載した装ドt開発を行った.本 去|☆はVI｀ヽ1111線を通じてリアルタイ2、でロスレスサ1:縮および
伝送を行うことができる.本 去ドtは199911にスイスのジュネーブで開lllされた1性界十L気通イ!i会議 (テレコム99)に ||1展され人
きな,卜11を浴びた.

(3)イ ンターネット配信向け映像符号化の研究開発
1990年代後半に入ってインターネットが洋及し始めた際には、高品質映像をインターネットで問d信するための映像符ぢ化Tll「
究門発にいち11とくな子した.イ ンターネット黎明期にはMI)IEG 2で||:柿された高品質映像をそのまま伝送しようとするネット
ワーク速度が追いつかない‖町胆があったが、高いビットレー トのストリームをllRいビットストリー2、のストリームに変f央する
「トランスコードJの 考え方に注Hし て、高速にMPEC 2を Ml)EClに 変換する方式を研究し、 ト ランスコー ド (レート変換)
処州!をソフトウェアのみでリアルタイムて行う子法を考案した。実際に 「

′
1r`anlpeFJと 呼ばれるソフトウェアを失うとして、

市占li質映像をMI)13(,、2で ム元付ll!し、 イ ンターネットで出じイriする際にネットワーク速度に適したllRいレー トにリアルタイ2、変
換できることを実品にされました.

(4)HD]Ⅳ 映像符号化LSi/コ ーデックの開発と世の中への普扱
映像符ぢ化I,SIやコーデ ックポードの開発にも打5わった.1995年 にはパソコン (POに 林ギ碇できる 1ヽ1)●(,2エンコーダボー

ドを‖L界で初めて開すきした.映 像符号化山i質に柱もFt要な要素の つ である前処P世部 (適応フィルタリングによる郁F除 ムや
符ケ化性能向 liのための適応的な帯域竹J限)を 〕1ド4して、極めて高い ll T〔で「|:柿符号化することに成功した。また、2(XX)年以
降は、HI)TⅥ rJけのより経済的なコーデ ック開発と産米京1状をH的 として、その核となる‖L舛初の 1チ ップ化1lI)T千ヽコ_デ

ンク1ンSIの布ナ「究 ll発および1性の中への十年及に取 り莉1んだ。サt体n9には、繁羽伝送1句け 1チ ップ IヽI)E(i2Hl)′「ヽ千コーデック12SI
“
VASAⅢ 、コンシューマ向け 1チ ップMl)EC2 HDTVコ ーデックLSI“ISIIJ'の開発指導や世の中への!作及に携わり、デジタ
ルテレビ放送中縦州コーデ ックや‖1界初の民111句けデジタルビデオカメラに利川されるなど、111)1下映像文化の形成に大き
くザ〔献した,黙 籾伝送向けのMI)1]G2HDTヽ 千コーデックLIS tVASA"は そのた米応)||が林しいとして、第33卜1(20()4年)の
|1本た米技術人どttt lrlttP把人||:賞を受賞している.披 近は、HI)TVを さらに超えるような、よリナチュラルな映像の||:縮伝
送技術への挑戦を続けており、III)1V`を 超える800万ⅢF繁 (4000×2000)ク ラスの高臨場大山F出F映像コーデックの1料発、色を
Iに確に1専うとするナチュラルビジョン映像のサ|:縮伝送のイリi究、市機能スケーラブル映像符歩化の,F先、イ,秒 100フレーノ、を超え
る市フレームレー ト映lFa符号化の1)F究など新しい符号化の方向‖:を i二準しイサ「究開発を進めている.姓 近,卜||を浴びている
11261映像符歩化1州辿では112611とロスレス符号化を効率的にスケーラブル処理する方式を提案し、出「像符号化の中1町家が集う
シンポジウム (山F像符号化シンポジウム20()4、1)CSJ2001)にて、い新的技術発表にケえられる 「フロンティア41〔Jを 受賞さ
れました。

(5)学 会活動 ・標準化活動
iモな学会活動としては、1995年～1999年まで映lFa情離メディア学会ネットワーク映像メディアイ)F究会中↑Ji、1999年～2003年
までlt r情概通信学会和文論文iよ13稲朱委上1会約lj朱委!t、2001年～20()3年まで帖報処〕は学会オーディオビジュアル複合情‖i処
P世'F先公 it介を務め、村i極的に学術i舌動を行うとともに、2()05年からは映像情桃メディア学会企 ll〕!Hl川!1!:を務めている。さ
らにIH際的には、1999年IIltenlational Conttrcnce on Conlputcr Oomnlullications(ICCC99)のプログラム委よt会昨J「、2()()1
年IEEE Intcrnatlllnal Conttrcncc on lllulinledia and Exibにilln(lCMIE2001)のプログラ2、委よ1公委サ1を務め、映像1関係1叫際
会,義の逆併にゴ〔献されました.ま た、標Wi化1対連では2003年から、情服処Pは学会情‖i焼幣調介公ISO‐1lEC JTCl―SC291叫内中
1判委サt公ⅢI町委よ1、および1lJSC29 WGll Ml)EC J可内小委!t公 ii体を務め、映像符ぢ化1叫際棟半規格の策定およびイS展に行
けされています.


